
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
二
十
歳

平
成
30
年 

合
志
市
成
人
式
典

10年後の自分へ

　

１
月
７
日
、
菊
南
温
泉
ユ
ウ
ベ

ル
ホ
テ
ル
で
合
志
市
成
人
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
平
成

９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
４
４
３
人
が
出

席
。
友
人
や
恩
師
と
と
も
に
二
十

歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
が
企
画
し
た

ビ
デ
オ
上
映
で
は
懐
か
し
い
写
真

に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
恩
師
の
登
壇

に
は
会
場
が
湧
き
ま
し
た
。

　

旧
友
や
恩
師
と
再
会
し
、
終
始

盛
り
上
が
っ
た
成
人
式
。
新
成
人

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸
に
、

輝
く
未
来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

学
び
の
礎
を
築
い
た
合
志
義
塾

　

昨
年
の
10
月
29
日
、
合
志
義

塾
を
題
材
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
ド
ラ
マ
放
送
の
ほ
か
に

９
月
20
日
〜
11
月
29
日
ま
で

『「
カ
タ
ル
パ
の
樹
」
と
合
志
義

塾
展
』
を
開
催
。
マ
ン
ガ
「
カ

タ
ル
パ
の
樹
」
の
原
稿
や
塾
生

の
ノ
ー
ト
な
ど
貴
重
な
資
料
を

一
般
公
開
し
、
当
時
、
塾
生
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
巣
立

っ
た
の
か
知
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
は
『「
カ
タ
ル

パ
の
樹
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
宮

本
常
一
記
念
館
学
芸
員
の
高
木

泰
伸
さ
ん
が
「
宮
本
常
一
が
見

た
合
志
義
塾
」
と
題
し
、
山
口

県
周
防
大
島
出
身
の
民
俗
学
者

で
あ
る
宮
本
常
一
が
合
志
義
塾

を
訪
ね
た
当
時
の
記
録
写
真
な

ど
を
発
表
。
今
も
な
お
資
料
が

記
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
高
専
教
授
の
伊
藤
利
明
さ

ん
に
よ
る
講
演
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
風
雲
児
た
ち
」

な
ど
多
数
の
マ
ン
ガ
を
描
い
た
、

漫
画
家
の
み
な
も
と
太
郎
さ
ん

と
合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

合
志
義
塾
の
あ
ゆ
み

和
暦

西
暦

出
来
事

明
治
16

１
８
８
３

左
一
、
１
月
よ
り
弘
生
小
学
校　

訓く
ん
ど
う導

（
教
員
）
と
な
る
。
一
十
、
７
月
に
徳
富

猪
一
郎
（
蘇
峰
）
の
大
江
義
塾
に
入
学

（
同
塾
解
散
の
明
治
19
年
11
月
ま
で
）。

24

１
８
９
１

左
一
・
一
十
、
春
に
合
志
西
部
高
等
小
学

校
を
退
職
。
こ
の
こ
ろ
二
人
で
私
塾
設
立

を
決
意
。
左
一
は
京
都
・
東
京
で
熊
本
出

身
の
教
育
界
の
先
達
を
訪
問
。
一
十
は
熊

本
市
に
あ
っ
た
津
田
静
一
の
熊
本
文
学
館

（
同
年
10
月
よ
り
、
済
々
黌
・
春
雨
堂
・

熊
本
法
律
学
校
と
合
併
し
て
「
九
州
学
院
」

と
な
る
）
に
入
学
入
寮
。
と
も
に
開
塾
準

備
に
あ
た
る
。

25

１
８
９
２

３
月
22
日
、「
工
藤
左
一　

平
田
一
十
」
名

で
合
志
義
塾
設
立
認
可
申
請
を
熊
本
県
知

事
に
提
出
。
３
月
26
日
、
合
志
義
塾
設
立

認
可
。
４
月
５
日
、
合
志
義
塾
開
校
。
生

徒
25
人
（
う
ち
女
子
２
人
）。
教
室
は
工

藤
家
の
座
敷
８
畳
と
２
階
16
畳
。

26

１
８
９
３

隣
接
の
山
林
・
畑
地
を
開
墾
し
て
塾
舎
を

建
設
。「
不ふ

そ
く
ろ
う

息
楼
」
と
名
付
け
る
。
５
月

12
日
、
開
塾
式
。
生
徒
86
人
。

大
正
10

１
９
２
１

12
月
４
日
、
義
塾
創
立
三
十
周
年
記
念
式

典
。
在
塾
生
同
窓
生
１
０
０
０
人
が
参
加
。

昭
和
６

１
９
３
１

11
月
、
天
皇
の
熊
本
行
幸
の
際
、
合
志
義

塾
に
使
節
団
が
訪
れ
る
。

11

１
９
３
６

４
月
１
日
、
工
藤
左
一
塾
長
退
任
、
平
田

案か

か

し

山
子
（
一
十
の
子
息
）
が
塾
長
を
継
承
。

平
田
一
十
副
塾
長
退
任
、
工
藤
誠
一
（
左

一
の
子
息
）
が
副
塾
長
を
継
承
。

13

１
９
３
８

２
月
27
日
、
平
田
一
十
死
去
（
満
73
才
。

３
月
４
日
葬
儀
）。

17

１
９
４
２

10
月
11
日
、
義
塾
創
立
五
十
周
年
記
念
式

挙
行
。
知
事
代
理
な
ど
来
賓
。
職
員
・
塾

生
・
同
窓
生
な
ど
１
０
０
０
余
人
が
出
席
。

11
月
１
日
、
工
藤
左
一
死
去
（
満
78
才
。

11
月
４
日
葬
儀
）。

24

１
９
４
９

３
月
、
戦
後
の
学
制
改
革
で
合
志
義
塾
閉

塾
（
以
後
、
入
学
生
の
募
集
停
止
）。

25

１
９
５
０

３
月
24
日
、
最
後
の
中
等
科
卒
業
式
挙
行
。

29

１
９
５
４

合
志
義
塾
高
等
国
民
学
校
設
置
。

30

１
９
５
５

合
志
義
塾
高
等
国
民
学
校
閉
校
。
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田
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の
橋
本
博
館
長
が
「
マ
ン
ガ
で

学
ぶ
歴
史
の
面
白
さ
」
に
つ
い

て
対
談
し
ま
し
た
。
合
志
義
塾

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
多
く
の
反
響
を
与
え
、

学
び
だ
け
で
な
く
義
塾
の
跡
地

を
実
際
に
見
て
み
た
い
と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

跡
地
を
見
学
で
き
ま
す

　

ド
ラ
マ
や
企
画
展
を
見
て
い

な
い
人
も
地
元
の
歴
史
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
現
在
、
合
志

義
塾
跡
地
周
辺
を
整
備
し
、
公

開
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
に
車

を
停
め
て
、
歩
い
て
石
碑
を
見

学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０
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4 3

これからの合志市を担う新成人

一人一人が人生の主役・まちの主役です

その夢や目標、未来に向けたメッセージは

明るい希望に満ち溢れています

合
志
義
塾
か
ら
ま
ち
の

歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か

1ドラマの１シーン　2シンポ
ジウムの様子　3漫画「カタル
パの樹～合志義塾ものがたり
～」　4工藤左一と平田一十の
写真　5石碑横にあるカタルパ
の樹が黒松を見守ってきた

工藤左一（くどうさいち）

文久４年（1864年）２月２日黒松生まれ。

合志義塾創設時29歳。塾長を務めた。

平田一十（ひらたいちじゅう）

慶応元年（1865年）９月５日黒松生まれ。

合志義塾創設時28歳。副塾長を務めた。

1

45

2

3
従兄弟

　　　●
灰塚構造改善センター

●
GS

立割公民館●

至 辻久保→←至 植木

合生文化会館●

黒松公民館●

●

合志義塾跡地

1誓いの言葉を述べる田尻真晃さん　2会場全体の様子　3祝福のメッセー
ジに耳を傾ける新成人たち　4アトラクションで感謝の想いを伝える新成人
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